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概要

• この資料は、遠隔授業や配慮申請等により対面授
業が受講できない学生に対して、オンラインによ
る成績評価方法を紹介します。

• 対面による試験やオンラインによる成績評価の実
施では、まず、どのような能力を測定する必要が
あるか、当該科目のシラバスの「到達目標」を確
認してください。

• 以下、オンラインによる成績評価を行う際のポイ
ントを紹介した後、関大LMS等を活用した成績評
価方法を紹介します。
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オンラインによる成績評価の前提

 対面試験を遠隔で再現することは難しい

 試験を受験する心得を伝える

• 監督者がいる教室での試験を遠隔で実施することは難しいです。
• 学生の手元には参考資料の閲覧、インターネットによる検索、既修
者への相談ができるなど様々な環境が想定されます。

 上記を前提として、遠隔による試験実施を考える必要があります。

• どのような試験方法においても、剽窃、カンニング、盗用を防ぐこ
とは難しいです。遠隔実施においては、既修者等（所謂、替え玉）
受験も可能となります。

 学生には、受験心得や学習に真摯に取り組む姿勢の明示、それを厳
守しなかった場合や不正行為の取り扱いを伝えます。

 そのうえで、出題の形式や内容を工夫することで剽窃や盗用が発生
しにくくします。
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説明資料

１．オンラインによる成績評価を行う際のポイント
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オンラインによる成績評価を行う際のポイント

 問題を工夫する
• 授業で取り扱った事柄をふまえ、筆記で再現する課題提示には以

下のような問題にすることができます。
- 授業で取り扱った知識をふまえて応用問題を解く
- キーワードや概念の関係を図示する
- 解答手順や用いた法則を記述する
- 教員が問題作成の条件を示し、学生は条件に合う試験問題
と解答例を作成するというレポート課題を設定する

- 個人の考えを問う問題や、具体例を記述させる問題を設定する

 解答時間を制限する
• 解答時間を設定することで学生の提出日時が記録されます。
• 一方で、カンニング防止が難しい、通信環境が不十分な学生には

不利になることも想定され、十分な時間設定が必要です。
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オンラインによる成績評価を行う際のポイント

 出題パターンを工夫する
• 学生によって異なる問題を提示することで不正行為が起こりにく

くすることができます。
- 10問設定し、学生ごとに３問ランダム表示させる
- グループごとに異なる問題を表示させる
- 学籍番号の末尾（偶数/奇数）や異なる問題を表示させる
- ある問題の解答内容により異なる問題を表示させる
- 学生ごとに受験日時を指定する

 技術的トラブルに備える
• 試験当日にアクセスできない、試験中にアクセスが切れて、解答

できなることが想定されます。
- 再試験日程を用意し、後日受験を想定する
- 一定期間内に複数回の受験を認め、最も良い成績を評価対象と
する

- 一発試験を避け、複数回の試験を実施する
- レポート課題を組み合わせる
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オンラインによる成績評価を行う際のポイント

 評価とフィードバックの機会を増やす
• 学生の理解度を確認する機会は、学期末試験だけではありません。

- 毎回もしくは数回ごとの授業後に小テストやミニレポートを課
し、その結果の集積を成績評価の材料とする

- 試験は、小テストやミニレポートと類似した問題とする

 参照許可条件を工夫する
- 試験（対面）で禁止されてきた、教科書、ノート類、インター
ネットの参照をあえて許可して課題に取り組む

- 履修者との相談を前提にグループに対して課題を提示し、提出
してもらう

- 他の学生と相談した場合には、その過程を報告させることで、
貢献度の高い学生を評価する
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説明資料

２．オンラインによる成績評価方法

方法１ 関大LMSを活用した試験の実施
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【方法１】関大LMSを活用した試験の実施

• 方法１では、いわゆるペーパーテストに準
ずる試験を関大LMSを活用して実施する方
法を紹介します。

• 細かい操作方法や設定などは、関大LMS操
作マニュアル（P.36～P.59）を参照してく
ださい。

• 以下、基本的な操作方法と留意点を紹介し
ます。

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/pdf/lms_auther_japanese.pdf
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【方法１】関大LMSを活用した試験の実施

 関大LMSの当該コースにログインし、「教材を作成する」
を選択します
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【方法１】関大LMSを活用した試験の実施

 メニューから「テスト」を選択します



13

Copyright©2021 Kansai University.All Rights Reserved.

【方法１】関大LMSを活用した試験の実施

 基本設定をします（タイトル入力・種別の選択）

※種別は右表「説明」を参照してく
ださい。
ここでは、「試験（成績非公開）」を

選択します。
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【方法１】関大LMSを活用した試験の実施

 必要であれば、他のオプションを設定します

No 機能 説明
① 日時制限 受験の日時（期間）を設定できます
② 実行回数の制限 受験回数を制限できます
③ 制限時間 試験時間を設定できます
④ グループ/メンバー指定 受験者を指定できます(例：配慮学生のみ）※スライド16参照

⑤ 実行パスワード 受験のパスワードを指定できます

①
②
③

④

⑤
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【方法１】関大LMSを活用した試験の実施

No 機能 説明
⑥ 選択肢並べ替え カンニング防止のため選択肢の順番を入れ替えます

⑦ ランダム出題 カンニング防止のためランダムに出題されます
(例：10問作成して３問ごとに出題）

⑧ 前の問題に戻れない… [前のページ]ボタンを非表示にします
⑨ 条件分岐機能を使用 解答内容によって設問の出題順序を分岐できます
⑩ 「印刷」ボタンの表示 教材印刷の許可を設定できます

⑥
⑦

⑧

⑨

⑩ ※「ランダム」は学生ごとに発生します
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※受験者を限定する方法（例：配慮学生のみが受験するケース）

 メンバーを限定します

※「コースメンバーから選択する」から受験者（ユーザー）を選択
（選択された者のみが受験可能となります）。
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【方法１】関大LMSを活用した試験の実施
 問題を作成します（ここでは記述式）

※右表を参考に、問題の解答スタイ
ルを選択します。
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【方法１】関大LMSを活用した試験の実施
 問題作成を繰り返します（ここでは選択式）

※ここには、学生画面が表示されます。
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【方法１】関大LMSを活用した試験の実施
 解答を確認する
・「成績」＞「レポート/記述式問題の採点」を選択
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【方法１】関大LMSを活用した試験の実施
 解答を確認する
・検索条件を設定し、解答を確認します
・詳細は関大LMSマニュアル（P.93～P.95）を参照してください

※解答のダウンロードができます

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/pdf/lms_auther_japanese.pdf
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説明資料

２．オンラインによる成績評価方法

方法２ 物理的な筆記による試験の実施
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【方法２】物理的な筆記による試験の実施

• 方法２では、方法１を活用して、物理的な
筆記（手書き）による試験を実施する方法
を紹介します。

• 方法１の設定を用いて、手書きした解答用
紙を提出することで、数式・図・絵・作品
などの解答を提出させることができます。

• 細かい操作方法や設定などは、関大LMS操
作マニュアル（P.36～P.59）を参照してく
ださい。

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/pdf/lms_auther_japanese.pdf
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【方法２】物理的な筆記による試験の実施

 記述式問題を作成します

※問題作成画面までは、スライド11～16を参照してください※

※解答方法も指示します

※ファイルサイズや種類（形式）
を限定することができます

「レポート提出」を選択し、ファ
イルによる解答提出を指定します



24

Copyright©2021 Kansai University.All Rights Reserved.

【方法２】物理的な筆記による試験の実施
 解答を確認する
・「成績」＞「レポート/記述式問題の採点」を選択
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【方法２】物理的な筆記による試験の実施
 解答を確認する
・検索条件を設定し、解答を確認します
・詳細は関大LMSマニュアル（P.93～P.95）を参照してください

※解答のダウンロードができます

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/pdf/lms_auther_japanese.pdf
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説明資料

オンラインによる成績評価方法

方法３ 録画による口頭発表試験の実施
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【方法３】録画による口頭発表試験の実施

• 方法３では、口頭発表を提出してもらい、
成績評価する方法を紹介します。

• 学生が課題に基づき、プレゼンテーション
動画を作成し、提出することで成績評価を
行います。

• なお、動画に限らず、Zoom等を活用して、
口頭試問を行うことも可能ですが、通信環
境への配慮が必要となります。
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 口頭発表試験を行う
• スライドショーの録画機能を活用し、学生に口頭発表

動画を提出してもらい、成績評価します。
• スライドショーの録画機能は、ZoomやPowerPointを

活用することができます。
• 動画の作成にあたっては、以下の資料を参考してくだ

さい。

【方法３】録画による口頭発表試験の実施

【参考】関西大学 教育開発支援センター 提供資料
①「Zoomを活用した講義収録（レコーディング）の方法」

②「PowerPointを活用した動画作成の方法」

https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/pdf/zoom_recording_ver3.pdf
https://www.kansai-u.ac.jp/ctl/effort/pdf/powerpoint_movie_making.pdf
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 口頭発表の課題を提示する
• 作成要領（課題、発表時間、提出日時、提出方法など）

を示し、課題を指示します。
• 学生が録画収録できない場合は、スマートフォンの録画

機能を活用して、印刷したスライドを紙芝居方式で撮影
する代替案があります。

【方法３】録画による口頭発表試験の実施

 動画を提出させる方法
• 提出方法は、DropBox、関大ファイル便など学内ツー

ルが活用できます。
• 提出方法は、以下の資料を参考にしてください。
【参考】関西大学 ITセンター 提供資料
①「Dropbox（Kansai University)」マニュアル

②「関大ファイル便」マニュアル

https://www.itc.kansai-u.ac.jp/services/dropbox.html
https://www.itc.kansai-u.ac.jp/services/filepost.html
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説明資料

３．オンライン試験を行う際の留意点
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 試験前の準備
• 動作の確認

- 既修者やTAの協力を得て、指定時間内に解答可能か、想定どお
りに表示されるか、確認します。

オンライン試験を行う際の留意点

• 解答用紙の指定
- 印刷した上、数式、グラフ、図式などを解答させるなど印刷を
前提とした解答には、印刷環境がない学生への配慮が必要です。

- 教員が指定するファイルに解答させる場合には、学籍番号・氏
名・提出日時など必要な情報を含んだフォーマットで指示する
と採点しやすいです。

- いずれの方法も難しい場合には、白紙に記述解答させ、答案を
写真を撮影し、それを提出することが安易な方法です。
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 学生に必要な情報をあらかじめ伝える
• 試験の実施要領の伝達

- 方法１・２で試験等を実施するにあたり、アクセスす
るテストのタイトル、解答開始時間、解答条件などを
明示します。

オンライン試験を行う際の留意点

• トラブル対応の明示
- 試験開始直後に問題が生じた場合には、どのような方
法で教員に連絡を取るのか（メールやフォームなど）を明示
しておきます。

- 問題の緊急訂正などに備え、学生への指示、連絡手段
を明示しておきます。

- 問題が生じた場合には、試験を中止するのか、試験時
間を延長するのか、再試験を認めるのかなど、試験実
施の方針を明示しておきます。
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• 遠隔授業や配慮を要する学生の成績評価の方法は、方法１
～３に限ったものではありません。この方法以外にも、従
来通り「論文試験」を設定し、郵送による受付も可能です。

• 当該科目の成績評価方法は、ここに示す１～３の方法に限
らず、様々な手段で確認することが可能です。

• 関大LMSを活用せず、MS Formsを活用する方法や
Dropboxなどを活用した課題の提出方法など様々です。

• その他、成績評価方法に関する相談がある場合には、教育
開発支援センターまでお尋ねください。

【問い合わせ先】 ctl-staff@ml.kandai.jp

さいごに

参考/引用したサイト
・京都大学 「Teaching Online@京大」Webサイト

https://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/connect/teachingonline/assessment.php
・名古屋大学 教養教育院 事務室Webサイト

https://office.ilas.nagoya-u.ac.jp/オンライン授業での試験と成績評価/#tips1
・大阪大学 全学教育推進機構 教育学習支援部Webサイト

https://www.tlsc.osaka-u.ac.jp/project/onlinelecture/tips02.html

mailto:ctl-staff@ml.kandai.jp
https://www.highedu.kyoto-u.ac.jp/connect/teachingonline/assessment.php
https://www.tlsc.osaka-u.ac.jp/project/onlinelecture/tips02.html
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